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3ほ 露二緊   

乱1‡掛韓糖労   

今回の分析条件で札遊粧糖については、 スタ1ブーース〇  

グルコースGフルクト一っがすべての試験片で確認され  

た。これら以外のp 二三糖以卜Cり遊離糖に由来すると莞わ  
れる鞘確なヒータは確認されなか／Jた。ニれニノほき ▲巨1  

らC7）軸；至㌻≡2）と 一致するものであったゎ  

ぎig“1に畑輪別のスタtト川スログルコし－スさフルタトー  

ん甘割合を加虜したものを示す。   

ニのグラフからはぎ 竹齢別の差よ射訃附則の差のカが  
大きくヲ  竹前と遊離糖の間には廉儒慄闇を兄いだすこと  
は一里東電かっブ∴  

∴∴   

当センター∴ではシ 従来から竹の化学処理方法号とⅥ闇  

究を行っておりき そのヰ「ご竹の成分骨折なども行ってき  
／′ン  ／し㌦J   

竹の成分の中でも糖やデンプン〔ま〃 しばLば問竃とな  

る虫によるfど若や，カビによる強度劣化容姿色のF東関と  

をふ鼠分といわれている㌧これを抑える手投の つこし  

て〉 焦探する時季を選ぶことが経験的に言われているh  
Lかン曾縮主よる影響につい〉rはヲ 強度については経験  

的に言われているが，食言やかごの影響については言わ  

れていない，   

チこで太研究でほ夕 竹齢別のマダケの塘及びデンプン  

違を測定Lた  

2隼 実験方法   

2区1儀読漆調斗   

供託竹材は竹齢がト望93ぐ4◎P7年生の11ノ㌢jに採取  

した大分県目出産〇つマダケを各ノ汁齢ごとに3本ずつを採  

り試験体としたっ また，別に水分を測定しぎ 試料重量を  

補正Lた℡   

成分を細山Lヤすくするため，短冊状に割った竹を薄  

く剥ぎ，これをはさみで切って稚かくしたものを試験片  

とLた∴   

2㌫2 分解方法   

2＝2Jl遊離糖分   

約1gの試験片を正確に秤量し8〔j％エタノール水溶液  

を健〆Jてホモジナイザーで3分間ホモジナイズし ∴摘分  
浄水蒸気で煮瀞Lて～ 冷却後遠心分離器にかけ上澄み液  
を回収する操作を3酔繰り返Lて糎嵩として分醒Lた¢   

還種糖分鳥，上層み液を高速液体クロマトグラフィーm  

洋三㌘㌔C）で測定L／て求めた。   

謝礼ぷ装澄烏＝本分光製L律掛一駅泊ア 捧沼絹針ま＝本曇  

光製示溝藩ほ緩十鋸和憫右プラムとプL・／カラムはそれぞれ  

消却電丁製笈S山8（〕ヱフ 琵Sm8（jO㌘をノ評言じ   

測憲二条件ほ，カラ轟雛㌃錯沌＼流量∵臨地壷㍉ 溶  

解液；承∵ ヤンプル㍗≡三人量：‡（二㍉パとLた 

2。望ノ2  ∵＞ノ  

デンプンの定遠雷∴㈲塩素櫻摘出法主上り㌣巨イ∴針㌣  

で遠心分鞋Lた残さのエタノ∧－ルを蒸要吉きせフ これに水  

をノなぎ：言え加数し／てぅ 柑化！ノた、冷却後これに過塩素酸  

略ペ溢血言を鉦えてガラス乳鉢で15分間すりつぶLてデ  
ンプンを拍「し与しノた後。水を加えて遠心分檻し／て1二滞′み漕  

を珂車巨ノた戊 この操′㌻う三を3固練り返し／タ 回収した液をあ  

わせて約125三niとし／た後，滞搾水やで烹時間加熱Lてんで  

んぷんを加水分解したひ   
や和後？遊離し′たグルコースを㌻狩出㌻で測定した金 測  

震条／裾ま2紀2パ き雄引∴で姦鳶  
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二車  

齢⑳二壷  

⑳  ⑳ 済  

（）  ／  4  6  芦雲  

ヤ丁齢唇）  

隣風ユ竹齢別の仝糖量  

3n2 でんぷん   

すべての試験終に於いてヲ で′ちノぷん由来のグルコーー ス  

の明確などーークを得られなかった。ニれはマダケので ん  

ぷん量はぎ 6ノjが最大となりそれ以降は急激に減少する  

ためと考えられ亮封  
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